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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 108,190 25.2 12,344 75.2 13,376 70.9 7,622 62.4

2021年３月期第３四半期 86,426 △3.3 7,045 13.0 7,827 12.9 4,693 13.2
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 9,134百万円( 7.1％) 2021年３月期第３四半期 8,528百万円( 108.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 916.27 －

2021年３月期第３四半期 564.22 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 194,867 122,586 60.0

2021年３月期 188,735 116,411 58.9
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 116,866百万円 2021年３月期 111,075百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 45.00 － 55.00 100.00

2022年３月期 － 135.00 －

2022年３月期(予想) 145.00 280.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 143,000 20.0 14,000 60.4 15,000 55.8 7,800 108.2 937.64
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 8,352,319株 2021年３月期 8,352,319株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 33,698株 2021年３月期 33,495株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 8,318,733株 2021年３月期３Ｑ 8,319,381株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいたものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　　



（添付資料）

目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………Ｐ． 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………Ｐ． 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………Ｐ． 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………Ｐ． 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………Ｐ． 4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………Ｐ． 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………Ｐ． 6

　 四半期連結損益計算書

　 第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………Ｐ． 6

四半期連結包括利益計算書

　 第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………Ｐ． 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………Ｐ． 8

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………Ｐ． 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………Ｐ． 8

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………………Ｐ． 8

（四半期連結損益計算書関係） ………………………………………………………………………Ｐ． 8

（セグメント情報） ……………………………………………………………………………………Ｐ． 9

３．補足情報 …………………………………………………………………………………………………Ｐ．10

連結売上高明細表 ………………………………………………………………………………………Ｐ．10

　

日鉄鉱業㈱（1515）2022年３月期 第３四半期決算短信

1



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の普及

や、世界経済の回復に伴う輸出の増加などにより、持ち直しの動きがみられたものの、資源価格の大幅な上昇や、

新たな変異株による感染再拡大が懸念されるなど、景気は依然として厳しい状況で推移いたしました。

このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、資源事業における増収により、売上高は1,081億９

千万円（前年同期比25.2％増）と前年同期に比べ増加し、営業利益は123億４千４百万円（前年同期比75.2％増）、

経常利益は133億７千６百万円（前年同期比70.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は76億２千２百万円

（前年同期比62.4％増）とそれぞれ前年同期に比べ大幅に増加いたしました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社である津久見車輛整備工業株式会社のセグメント区分を

従来の「機械・環境事業」から「資源事業（鉱石部門）」に変更しており、当第３四半期連結累計期間の比較・分

析は、変更後の区分に基づいております。

[資源事業]

（鉱石部門）

鉱石部門につきましては、主力生産品である石灰石の販売数量の増加等により、売上高は409億３千９百万円

と前年同期に比べ33億５千１百万円（8.9％）増加し、営業利益は58億３千２百万円と前年同期に比べ10億８千

４百万円（22.8％）増加いたしました。

（金属部門）

金属部門につきましては、銅価が高水準で推移しましたことに加え、円安の進行等により、売上高は553億１

千１百万円と前年同期に比べ180億９千５百万円（48.6％）増加し、営業利益は52億１千４百万円と前年同期に

比べ39億６千９百万円（318.8％）増加いたしました。

[機械・環境事業]

機械・環境事業につきましては、環境部門の主力商品である水処理剤の販売が好調であったことに加え、一部

機械関連子会社における販売も順調に推移しましたことから、売上高は84億６千２百万円と前年同期に比べ２億

９千８百万円（3.7％）増加し、営業利益は７億６千３百万円と前年同期に比べ３千万円（4.1％）増加いたしま

した。

[不動産事業]

不動産事業につきましては、賃貸物件の稼働状況が概ね順調に推移しましたことから、売上高は21億９百万円

と前年同期に比べ７百万円（0.4％）増加しましたものの、修繕費が増加しました結果、営業利益は12億５百万

円と前年同期に比べ２千９百万円（2.4％）減少いたしました。

[再生可能エネルギー事業]

再生可能エネルギー事業につきましては、地熱部門における増収により、売上高は13億６千７百万円と前年同

期に比べ１千１百万円（0.8％）増加し、営業利益は減価償却費の減少等により４億１千６百万円と前年同期に

比べ６千４百万円（18.3％）増加いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産の部

当第３四半期連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ61億３千１百万円（3.2％）

増加し、1,948億６千７百万円となりました。

流動資産につきましては、現金及び預金が減少しましたものの、原材料の増加等により、前連結会計年度末に比

べ18億８千６百万円（2.1％）増加し、897億５千２百万円となりました。

固定資産につきましては、設備投資による有形固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ42億４千５百

万円（4.2％）増加し、1,051億１千４百万円となりました。

② 負債の部

当第３四半期連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ４千２百万円（0.1％）減少

し、722億８千１百万円となりました。

流動負債につきましては、未払法人税等が増加しましたものの、引当金の減少等により、前連結会計年度末に比

べ１千７百万円（0.0％）減少し、481億４千４百万円となりました。

固定負債につきましては、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ２千５百万円（0.1％）減少し、

241億３千６百万円となりました。

③ 純資産の部

当第３四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比

べ61億７千４百万円（5.3％）増加し、1,225億８千６百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年11月４日に公表の2022年３月期の連結業績予想を修正いたしました。詳細は、本日（2022年２月４日）公

表の「業績予想の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　なお、今回予想の前提となる通期の海外金属・為替市況は、ＬＭＥ銅価格436￠／ lb、為替レート110円／米ドル

を想定しており、市況変動による感度分析は以下のとおりであります。

（感応度 第４四半期） （単位：億円）

銅価格 10￠／lb上昇
売上高への影響額 ＋3.6

営業損益への影響額 ＋0.6

為替レート ５円／米ドル円安
売上高への影響額 ＋7.4

営業損益への影響額 ＋0.8
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,510 25,888

受取手形及び売掛金 27,604 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 27,876

商品及び製品 5,158 6,608

仕掛品 11,787 10,374

原材料及び貯蔵品 2,325 13,848

その他 5,928 5,593

貸倒引当金 △448 △437

流動資産合計 87,866 89,752

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,647 21,050

一般用地 16,283 16,304

その他（純額） 24,653 29,310

有形固定資産合計 62,584 66,666

無形固定資産 3,329 3,532

投資その他の資産

投資有価証券 28,157 27,138

その他 6,950 7,933

貸倒引当金 △149 △149

投資損失引当金 △3 △7

投資その他の資産合計 34,955 34,915

固定資産合計 100,869 105,114

資産合計 188,735 194,867

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,588 18,540

短期借入金 16,491 15,971

未払法人税等 1,023 2,256

引当金 1,672 817

その他 11,387 10,558

流動負債合計 48,162 48,144

固定負債

長期借入金 5,086 4,846

引当金 227 286

退職給付に係る負債 4,476 4,466

資産除去債務 4,509 4,480

その他 9,861 10,057

固定負債合計 24,161 24,136

負債合計 72,323 72,281
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 4,889 4,746

利益剰余金 91,693 97,734

自己株式 △167 △168

株主資本合計 100,591 106,488

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,986 10,483

繰延ヘッジ損益 79 △157

為替換算調整勘定 53 601

退職給付に係る調整累計額 △635 △550

その他の包括利益累計額合計 10,483 10,377

非支配株主持分 5,336 5,719

純資産合計 116,411 122,586

負債純資産合計 188,735 194,867
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 86,426 108,190

売上原価 65,800 81,528

売上総利益 20,625 26,662

販売費及び一般管理費 13,579 14,317

営業利益 7,045 12,344

営業外収益

受取利息 35 17

受取配当金 547 981

持分法による投資利益 382 245

為替差益 － 131

助成金収入 315 －

その他 127 169

営業外収益合計 1,408 1,545

営業外費用

支払利息 201 200

為替差損 85 －

休廃山管理費 193 172

その他 145 140

営業外費用合計 626 513

経常利益 7,827 13,376

特別利益

固定資産売却益 18 38

投資有価証券売却益 － 121

その他 0 －

特別利益合計 19 160

特別損失

固定資産除売却損 254 174

減損損失 2 42

火災による損失 － 124

その他 4 16

特別損失合計 262 357

税金等調整前四半期純利益 7,584 13,179

法人税、住民税及び事業税 2,034 4,069

法人税等調整額 232 70

法人税等合計 2,266 4,139

四半期純利益 5,317 9,039

非支配株主に帰属する四半期純利益 623 1,417

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,693 7,622
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 5,317 9,039

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,227 △503

繰延ヘッジ損益 △47 △237

為替換算調整勘定 △304 750

退職給付に係る調整額 334 85

その他の包括利益合計 3,210 95

四半期包括利益 8,528 9,134

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,980 7,515

非支配株主に係る四半期包括利益 548 1,619
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、顧客との約束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場

合には、代理人として純額で収益を認識する方法に変更しております。また、取引価格を算定するにあたっては、

第三者のために回収する金額を除いて収益を認識する方法に変更しております。

この結果、従来の会計処理に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ122百万円減少

しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高

に与える影響はありません。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、第

１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしております。なお、収益

認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度については新たな表示方法による組替

えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

火災による損失

2021年１月21日に当社鳥形山鉱業所で発生した火災により焼損した設備の本復旧工事費については、前連結会計

年度において火災損失引当金を計上しておりますが、当第３四半期連結累計期間において付帯作業等に係る費用の

見積額が増加したことから、当該増加額124百万円を特別損失として計上しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 37,588 37,216 8,163 2,102 1,356 86,426 － 86,426

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

527 － 256 7 － 791 △791 －

計 38,116 37,216 8,420 2,109 1,356 87,218 △791 86,426

セグメント利益 4,748 1,244 733 1,235 352 8,313 △1,268 7,045

(注)１ セグメント利益の調整額△1,268百万円には、内部取引の相殺消去額25百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額30百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,323百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

鉱石 金属 機械・環境 不動産
再生可能
エネルギー

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）

売上高

　外部顧客への売上高 40,939 55,311 8,462 2,109 1,367 108,190 － 108,190

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

236 － 443 7 － 686 △686 －

計 41,175 55,311 8,906 2,116 1,367 108,877 △686 108,190

セグメント利益 5,832 5,214 763 1,205 416 13,432 △1,088 12,344

(注)１ セグメント利益の調整額△1,088百万円には、内部取引の相殺消去額33百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額25百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,146百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

（連結子会社のセグメント区分の変更）

当社の連結子会社である津久見車輛整備工業株式会社は、鉱山の重機整備を主な事業としており、その取扱品の

種別から同社のセグメント区分を「機械・環境事業」としておりましたが、グループ内の事業関連性及び経営管理

体制の実態等の観点から、「鉱石部門」に区分することがより適切であると判断し、第１四半期連結会計期間より

変更しております。

これにより、前第３四半期連結累計期間の報告セグメントについては、当該変更を反映した組替後の数値を記載

しております。

（収益認識に関する会計処理方法の変更）

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「鉱石部門」の売上高は122百万円減少して

おります。
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（金額単位：百万円）

数量

単位 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高

資源事業

　 鉱石部門 石灰石 千t 17,052 18,916 21.9 18,805 21,884 20.2 1,752 2,967

砕石 千t 3,913 4,804 5.6 3,703 4,677 4.3 △ 209 △ 126

タンカル 千t 431 2,423 2.8 430 2,420 2.2 0 △ 3

燃料その他 11,442 13.2 11,957 11.1 514

小計 37,588 43.5 40,939 37.8 3,351

　 金属部門 電気銅 t 38,441 26,035 30.1 36,762 39,547 36.6 △ 1,678 13,511

銅精鉱 t 36,638 7,125 8.2 32,172 10,322 9.5 △ 4,466 3,196

その他 4,055 4.8 5,442 5.0 1,386

小計 37,216 43.1 55,311 51.1 18,095

計 74,804 86.6 96,251 88.9 21,447

機械・環境事業 産業機械 3,224 3.7 3,311 3.1 86

環境商品 4,939 5.7 5,151 4.7 211

計 8,163 9.4 8,462 7.8 298

2,102 2.4 2,109 2.0 7

再生可能エネルギー事業 千MWh 144 1,356 1.6 161 1,367 1.3 16 11

86,426 100.0 108,190 100.0 21,764

海外売上高

品目

石灰石等

電気銅

銅精鉱

産業機械

環境商品

　  （参考情報）

海外金属・為替市況推移

単位

銅価格 ￠／ｌｂ

為替レート 円／米ドル

連　結　売　上　高　明　細　表

３．補足情報

当第３四半期連結累計期間 増減（△）

合計

不動産事業

前第３四半期連結累計期間
セグメント 主要品目

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 当連結会計年度（予想）

287.82

合計 21,663 28,507

106.11

435.15

111.10

436.00

110.00

上海、ポーランド、台湾 471 524

台湾 5 4

7,125 10,322

（単位：百万円）

主な向先 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

台湾、香港、オーストラリア 3,923 3,969

インド、上海、台湾 10,137 13,686

チリ
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